
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

9月 16日(日)東京都・渋谷、17日(祝)神奈川県・横浜で東洋のリフ
レクソロジーの祖・呉若石神父を迎えてのワンデーセミナーが開催さ
れました。「親と子の足もみ健康法＆メタボリックシンドロームの予
防」というテーマで鄭英吉氏（台湾呉神父足部健康法研究会理事長）
と共に実技をまじえた講演をされました。体験として舞台に上がる時
に泣き叫んでいたお子様が、足をもまれると泣き止むということもあ
り、足もみ健康法は、子供にも適していることが実感できました。 

9月 18日(火)・19日(水)には、東京・五反田で 2日間講座が開かれ、
足もみの活動をしている方々が中心になり、受講しました。棒を使った
もみ方や、今までに無い考え方などもお話になり、大変勉強になりまし
た。神父さんと鄭さんは台湾で「子供の足もみ健康法」の書籍を出版し
ておられ、来春以降、日本語版も出版される予定です。 

ＮＰＯ法人地球足もみ健康法実践普及協会では、「足もみは
地球のみんなの宝物、学ぼう! 習おう! 伝えよう! 子供たちに
も足もみを」という標語を掲げており、子供のうちから、足
もみに慣れ親しむことを提唱していますが、今回のワンデー
セミナーを通して、その重要性が具体的 
な形で示されたようです。 

増 田 様 
先日“母と子の足もみ教室”では、大変お世話にな
りありがとうございました。 
子育て中のお母さん方にとって、日頃の育児に追われ
“自分の健康は二の次”という中、実際にマッサージ
して頂き、心も身体もリフレッシュできたと大評判で
した。自分自身の身体を見つめ直す機会となり“身体
は資本”という言葉を身にしみて感じました。 
 子供たちもトローンとした表情で心からリラック
スした様子は、とても印象的でした。 
 今回、増田先生に指導をうけ、足を通して触れるこ
とへのコミュニケーションの大切さ健康への意識を
学びました。 
本当にありがとうございました。 

○ 第 3 回「母と子の足もみ教室」 ／ 増田 四郎 (広島県)     

去る7月 3日(火)に東広島市内の“地域子育て支援セミナー「ほほえみ」”
にて第 3回「母と子の足もみ教室」を開催しました。今回は母子 15組(30
名)、センターの先生1名、初級プロのスタッフ3名の参加で行いました。  
第1回、第2回の経験と、スタッフの皆さんの協力で、約1時間半の教
室がより楽しい雰囲気で終了出来た事を感謝しています。我が子のため、
自分のため、真剣に勉強される母親の姿が印象的でした。 
今回の教室開催後、「支援センター」の有田先生より礼状が届きましたの
で以下に紹介します。 

子供の足もみ
は親子のスキン
シップを通した
心の会話にもな
り、親と子の双方
が癒されるとい
うメリットがあ
ります。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第 24 回 桶川市福祉まつり ／ 赤尾 典子 (埼玉県)     

福祉や介護の
分野でも足もみ
やフットケアが
取り入れられ、行
政の取り組みと
して活動してい
る所もあります。 

 

○ 桶川市地域福祉活動センター（デイサービス） ／ 赤尾 典子 (埼玉県)  
たが、大変良い勉強になりました。 
ボランティアを始めた2 月には、丁度東京 マラソンの足もみボランテ
ィアに参加して超健康者の足もみをしてきました が、その直後、このデイ
サービスに通所してくる方々の足をもませて頂き 、天と地の違いのあるこ

とにビックリ仰天しました。    

時  間 ： 6時間（1回の受講時間と受講回数は相談に応じます。） 
費  用 ： 4，800円（テキスト及び修了証書） 
講  師 ： NPO法人地球足もみ健康法実践普及協会会員が指導 

第 24回桶川市福祉まつりは梅雨入り前の炎天下でしたが、51の参加団
体と大勢の一般参加者に恵まれ盛大に行われました。私達足もみ健康法桶
川支部も足もみ体験コーナーとして 2回目の参加になりますが、応援の先
生方と共に予約を断らざるを得ない程の盛況ぶりで、来年はもみ手を増や
さないと希望者に迷惑をかけてしまう状況でしたが、何とか無事終えるこ
とが出来ました。当日の体験代 50人分（5,000円）は、社会福祉協議会に
後日寄付させて頂きました。当日ご協 
力頂きました下記先生方には、この場 
を借りまして深く感謝申し上げます。 
ありがとうございました。 
佐藤 貞子 先生（埼玉・川口市） 
小林 久夫 先生（群馬・高崎市） 
岸本 章子 先生（埼玉・加須市） 

寒い冬の 2月から 7月まで桶川市社会福祉協議会内にある市立
のデイサービスセンター内で月に 2回足もみボランティアを行い
ました。加須市の岸本章子先生にご協力を頂いて、桶川支部とし
ては初めての試みでしたが、大変良い勉強になりました。 
ボランティアを始めた 2月には、丁度東京マラソンの足もみボ
ランティアに参加して超健康者の足もみをしてきましたが、その
直後、このデイサービスに通所してくる方々の足をもませて頂き、
天と地の違いのあることにビックリ仰天しました。 

若い頃からの持病が悪化して障害者になられた方が多く、もう少し早い段階でケアしていればと
思うと残念で、こればかりは、ご本人の自覚に頼るしか仕方ありません。最初は恐る恐る足もみ体
験をしていた方達も、半年後には全員体験してくださり、喜んで下さったことは至福の至りです。 

１．最初に腰椎の反射区刺激によるデモを行う。 
２．反射区図表により、反射区の配置を説明する。（下敷きか、そのコピー使用） 
３．「基本ゾーン」の説明、施術指導 
４．症状別の反射区の位置と施術指導 
  参加者の中から「肩こり」「冷え性「便秘」「かぜ」などの状態を聞き取って対応する。 
  （個人でも良いが、出来ればペアになってもらって行う） 
５．「肩こり」は大半の人がなっていると思われるので、反射区施術後に直接肩をもみ合う指導をして、
できれば「肩こり解消」「肩こり予防」の体操も指導する。 
６．時間に余裕があれば、参加者の中の希望者を数人施術してみせる。 
７．最後に、もう少し勉強したい人の為に「ＮＰＯ講座」「若石の講座」があることを案内しておく。 
 

○ 親と子の足もみ健康法 保護者用講座の進め方 ／ 増田四郎 (広島県)  
たが、大変良い勉強になりました。 
ボランティアを始めた2 月には、丁度東京 マラソンの足もみボランテ
ィアに参加して超健康者の足もみをしてきました が、その直後、このデイ
サービスに通所してくる方々の足をもませて頂き 、天と地の違いのあるこ

とにビックリ仰天しました。    



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活 動 内 容 ■ 支部名 ■ 正会員   ■ 主な活動日 

○美爽光館にて 岡崎 酒井 照代 平成 19 年  7月 27 日 

①カルチャセンターの生徒さん 真岡 飯沼 信子 平成 19 年  7月 28 日 

○美爽光館にて 岡崎 酒井 照代 平成 19 年  8 月 6 日 

○若石足療・中野店にて 中野もみじ山 片山 泰子 平成 19 年  8月 7日 

○幼稚園教諭関係者 横浜本牧 髙柳 竜二 平成 19 年  8月 22 日 

○BF 研究所にて 野洲 山嵜 有紗 平成 19 年  8月 23 日 

○ﾄｰﾀﾙﾍﾙｽｹｱ統合医療研究所 出雲簸川 赤木 里都子 平成 19 年  8月 27 日 

○若石足療中野店 中野もみじ山 片山 泰子 平成 19 年  8月 28 日 

②デイサービスの職員 賛助会員 三浦 茂子 平成 19 年  9 月 3日 

○若石ﾌｯﾄﾘﾌﾚｸｿﾛｼﾞｰ「創健」 高知朝倉 矢野 順子 平成 19 年  9 月 3日 

○ホームデコ松江教室 出雲簸川 赤木 里都子 平成 19 年  9 月 7日 

○若石健康ｻﾛﾝ dream H & M 高崎新町 小林 久夫 平成 19 年  9 月 8日 

○BF 研究所にて 野洲 山嵜 有紗 平成 19 年  9月 10 日 

○サロンのお客様 石狩 井上 恵理 平成 19 年  9月 10 日 

○自宅（地球堂） 台東墨田 小宮 節子 平成 19 年  9月 16 日 

○若石足療中野店 中野もみじ山 片山 泰子 平成 19 年  9月 18 日 

③大里総合管理 山武 宮崎 昭好 平成 19 年  9月 26 日 

○オーストリア人のお客様 豪徳寺 工藤 公子 平成 19 年  9月 27 日 

○リトルドック店内にて 下高井戸日大通 宇津木 規子 平成 19 年  9月 28 日 

○ホームデコ安来教室 出雲簸川 赤木 里都子 平成 19 年  9月 14 日 

「ＮＰＯ地球足
もみ講座」を通
して足もみ健康
法の楽しさと大
切さを多くの方
に体験して頂き
たいと考えてい
ます。足もみ健
康法を伝えて喜
ばれること！そ
れが私たちのこ
の上ない喜びに
なります。 

① 足もみでGood アイデア／飯沼信子（栃木県）    

4月 6日に宇都宮市某建築会社会員のカルチャ
ースクールで 2時間講座を行い、その時の参加者
が今回の生徒さんです。4月以降、ずっとご自分
の足を揉んだ結果 NPO講座を受けようと思い、
宇都宮よりお出で下さいました。全部吸収しよう
ととても熱心、独学で、いろいろ知識を持ってい
るようです。7 月 20 日レッスン１～２で、親指
まわりをやった後、夕方から仕事に就いたとこ
ろ、本人が今まで考えもつかなかったアイデア、
物の見方が浮かび、驚いたとのこと。 
毎日、欠かさず、時間を決めて足をやっている
とのことです。最終回は、飯沼の片足を押しても
らい、反射区確認をして終了。 

28日（最終日）は、本人希望の SLを見ること
もでき、感動の様子でした。 

② 和気藹々 ／三浦茂子（福岡県） 

8月 21日に北九州市立西部障害者福祉
会館に行きましたら、デイサービスに従事
されている方々11 名の講座をお願いされ
ました。1回目は「自分の健康は自分で守
る」いつでも、どこでも誰にでも出来る足
の健康法の説明と注意事項、好転反応 etc 
の説明をし、足踏板での実験をやってもら
い基本ゾーンの実技で終わりました。和気
あいあいの中で喜んで頂きました。 

③ 従業員の健康／宮崎昭好（千葉県） 

15 名、不動産関係の職場で広いサロン
を活かして、コンサート会場や様々なイベ
ントを企画している会社が、従業員の健康
のために、福利厚生の一環として実施。 
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○ 足もみ健康法1 日受講した皆様 ／ 赤木里都子（島根県）    

○ サンバ・で・ナイト、岡谷でボランティア 八幡重則 ／（長野県）     

 岡谷市の真夏の夜を賑やかに彩る、第 18回「サンバ・で・ナイト」が、昨年は豪雨災害で自
粛されたが、今年は 2年振りに他のイベントとジョイントで 7月 28日(土)に開催された。梅雨
明けを思わせる真夏の陽気となり、岡谷駅前から市役所前までの広い範囲が歩行者天国となり、
通りには、夕涼みがてら訪れた家族連れや、買い物客、浴衣姿で参加する市民らが大勢訪れ、正
に真夏のイベントを見物し、参加し、満喫している様子であった。私たち NPO地球足もみ健康
法実践普及協会岡谷支部は過去数回にわたり、この祭りで足揉みボランティアをしており、主催
者側にその存在を認識され、祭りの度に先方よりお声を掛けて頂けると云う、実績を認められた、
有り難い存在になった事に感謝である。当日は主催者側が我々の為に用意して下さった大型テン
トと立派な大看板を目印に、若石メンバー六人で、午後三時よりお客様の受付を開始した。順番
札とお名前記入帳を用意し、開始するや否や、お客様の予約が殺到し、受付担当も無いまま、全
員で施術に励む事となった。お客様の中には、毎回このブースに立ち寄られ、足揉みを楽しみに
されている方もあり、医療関係者で、足揉みに関心を持たれ、体感された後、若石関係の資料を
要望された方もいた。珍しく市内で働くアジア系の男性、女性、その他大勢の市民の方々に足も
み体験をして頂けた。中にはインドネシアの青年が「この技を身につけて、国に持ち帰りたい」
とのコメントも頂いた。私達参加メンバーは、丸山会長、井内、植松、両角、八幡の 6 名で、
日頃はそれぞれ個々の生活スタイルで活動しているが、こうしたイベントの際は声を掛け合い、
地域の多くの方々に、広く足もみ健康法を知って頂き「健康への関心を高めて頂きたい」と願い
を込め、今後も続けていこうと思っている。施術をしながら、お客様との会話の中で、足もみの
重要性、効果などを和やかに語り合い、傍らを半裸で激しく踊り狂う美人サンバダンサーには目
もくれずにボランティアをした 2時間半であった。 

 全く初めての地域で、初回 40 数名、1ヵ月後は驚きの 60名の予約があ
り、少人数のスタッフもてんてこ舞いの状態でした。イベントボランティア
の目的は、足もみの重要性と健康維持との関係、どのように体感できるのか
を知って頂く事、そして、スタッフに関しては、勉強をさせて頂く場所であ
る事により、経営者としてのベースづくりも拡大できます。その時々その目
的をどこに置くのかのポイントがイベントづくりのテーマにあると思って
います。どちらにしましても、お客様、スタッフの全員が楽しみながら健康
づくりができることを味わって頂きたく思います。今回もスタッフの方々に
は、普段では体験できなかった症例・課題の出来たようです。ボランティア
は、お客様・スタッフに於いて、大変に濃厚で意味あるチャンスづくりだと
思うのです。今回も、スタッフの方々の大活躍でした。感謝感激です。 

2 日間にわたり、色々な方が来られ、色々な足を見せて頂くこと
が出来ました。初めて外人さんも来られ、皮膚の色は違っても、足の裏、手の
ひらの色は同じなんだよ、国は違っていても同じ人間なんだと分かりました。 
皆さん足裏に興味はあるけど、「自分でさわった事がない人とか、人にして貰
うもの」の様に感じておられると思いました。今回初めての体験の方も沢山お
られ、少しでも自分の身体の働きの悪い部分に気付き、自分でケアして頂けれ
ば、とても嬉しいことだと思いました。又、定期的にして欲しいという意見も
沢山耳にしました。大変有意義な日々でした。そして、あっという間に楽しく
時間は過ぎていきました。本当にありがとうございました。 

各種イベント
で足もみ健康法
の素晴らしさを
伝えています。 


